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2012年 6月 23日(土)
3校時 10:40～ 11:30
視聴覚室

働く上で大切な能力とは
―自らの将来や進路、進学について考えよう―

公益社団法人経済同友会 幹事

林 明 夫

Ｑ１．林さんの仕事や学習歴を紹介して下さい

(１)株式会社 開倫塾 代表取締役 社長(栃木県、群馬県、茨城県)

(２)学校法人 有朋学園 有朋高等学院 理事長(福島市)

(３)宇都宮大学大学院工学研究科 客員教授

(４)社会福祉法人 両崖福祉会 特別養護老人ホーム 清明苑 理事(足利市)

(５)マニー株式会社(手術用縫合針製造) 顧問・前社外取締役(宇都宮市、ハノイ、ヤンゴン、

ビエンチャン)

(６)CRTラジオ 栃木放送「開倫塾の時間」毎週土曜日 9:15～ 9:25放送、担当 26年目
(７)足利市立山辺中学校、栃木県立足利高校、慶應義塾大学法学部法律学科卒業 29 歳まで

同大学法学部司法研究室研究生。世界銀行研究所とハーバード大学行政大学院国際開発研究

所で公共部門の民営化短期集中コース修了

他

Ｑ２．働く上で大切な能力とは何ですか

(１)「知識基盤社会」 →「知識・情報・技術を相互作用的に用いる能力」

(２)「グローバル化社会」→「多様な集団で交流する能力」

(３)「課題山積社会」 →「自律的に活動する能力」

＊これらを少しずつでも身に付けていくことが大事

Ｑ３．仕事とは何ですか

(１)仕事とは顧客(お客様)の問題解決をすること。

・お客様のお役に立つこと、社会のお役に立つこと。

(２)自分のお客様は誰か(どのような人か)を考えること。

・お客様の問題(困っていること)は何かを考えること。

・結果を出すこと。結果が出せなければ仕事をしたことにならない。

(３)仕事をし、お客様のお役に立つことで、収入が得られる。

(４)お客様や社会のお役に立つことで、自己実現がはかれる。

Ｑ４．仕事をする上で求められることは何ですか

(１)元気なあいさつ、服装第一

(２)躾(しつけ)

①敬語表現を含む言葉遣い(ことばづかい)

②美しい立居振舞い(たちいふるまい)

(３)就業時間の少し前に、職場に元気に到着すること

(４)大切なことはメモを取り、メモを生かしながら仕事をすること

(５)5S(ごえす)
①整理(要らないものを処分すること)

②整頓(決まったところにものを置くこと)

東京都杉並区立富士見丘中学校第 3学年
｢社会人の話を聞く会｣講話資料



- 2 -

③清掃

④清潔(①～③を保つこと)

⑤躾(自分からすすんで①～④をすること)

Ｑ５．現在の仕事を選んだ理由は何ですか

(１)

(２)

Ｑ６．現在の仕事で必要な資格と学生時代に取得した資格は何ですか

(１)

Ｑ７．働いてみて学生時代にやっておけばよかったことは何ですか

(１)全教科のより徹底した勉強

①社会に出て一番役に立つのは、中学校と高校の勉強

②仕事や社会でとても役に立つのは、大学や短期大学、専門学校、大学院、社会に出てから

の勉強

＊学校の教科書などは一生大切にすること

(２)教科外の学校での活動

①トイレ掃除当番が一番役に立つ

②学級会活動、生徒会活動、部活動、運動会、文化祭、修学旅行などの学校行事

(３)本を読み、思慮深さ(しりょぶかさ)を身に付けること

―書き抜き読書ノート―

(４)新聞を読み、世の中の動きを知り、自分で考える力、批判的思考能力(ひはんてきしこう

のうりょく)を身に付けること

―スクラップブック―

(５)学び方を身に付けること

①「理解」……辞書を用いること、「予習」をすること、「ノート」を取ること

②「定着」……「理解」したことを身に付けること

(ア)音読練習、(イ)書き取り練習、(ウ)計算・問題練習

(６)自分で考えるべきことは自分で考えること

①「何のために学ぶのか」、②「何のために進学するのか」、③「進学してどうするのか」

④「社会に出て何をするのか」、⑤「何のために働くのか」、⑥「どのような人生を送りた

いのか」

(７)社会教育施設の活用(図書館、美術館、博物館、公園)と小旅行、留学

(８)よさを探すこと(家族、友人、学校、杉並、東京、日本、アジア、そして自分のよさ)

Ｑ８．好きなことばは何ですか

(１)学校時代の友達は一生の友達、先生は一生の恩師。少しずつでも友情を育てよう

(２)会った人は皆友達

(３)目には遠いが、心は近い

(４)練習で泣いて、試合で笑え

(５)ブルドッグ魂(食いついたら離すな)

(６)一所懸命(一つの所で命を懸けるくらい熱心にものごとに取り組もう)

(７)一生勉強、一生青春(社会に出てからが勉強)

(８)自己責任、自助努力、自分の未来は自分で切り開く、あきらめたらおしまい

以上

御清聴を感謝します。

御質問があったら、御自由にどうぞ。

― 2012年 6月 22日記―


